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地域を支える多職種協働

808-8131 日本介護支援専門員協会の取り組み―地域を支えるケア
マネジメント専門職を目指して
⃝七種秀樹

814-8202 薬剤師の役割と多職種連携
⃝有澤賢二

822-8283 歯科衛生士の多職種協働への取り組み
⃝武井典子

829-8344 暮らしの「食」を支える多職種協働―医療ソーシャルワー
カーの立場から
⃝山﨑まどか

835-8385 福祉用具専門相談員の役割と連携
⃝湯脇　稔

839-8436 在宅高齢者・障害者を支える義肢装具士の役割と課題
⃝大西忠輔，他

　高齢化，人口減少，社会保障費の増大等に対応するため，地域包括ケアシステムの構築
が推進されています。現状では介護保険を中心に，医療，生活支援・予防，住まい等のサー
ビスが拡充されるとともに，多くの地域で新たな取り組みが実践され始めています。これ
らのサービスは地域住民にとって包括的なサービスでなければならず，提供機関や専門職
の協働は不可欠です。リハビリテーションでは，これまで医療の分野でのチームアプロー
チを実践してきましたが，今後は，地域社会においてもっと広い職種との協働をより一層
推進する必要があります。本特集では，さまざまな職種の立場から，高齢者・障害者を支
える制度の現状と今後の地域包括ケアを見据えた取り組みを紹介していただきました。

企画担当⃝渡邉愼一（横浜市総合リハビリセンター，作業療法士）
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